
2024年度
卒業時アンケート集計結果



概要

調査目的 ： 学生の課程全体を通じた成長実感・満足度等について調査し、今後の改善点を検討する。

調査対象 ： 2024年度３月卒業生 127名
（内訳）
①教育学部 61名
②国際教養学部 66名

調査手法 ： アンケート用紙

回答数 ： 124件（回答率：97.6％）(教育学部61名、国際教養学部63名)

調査主体 ： 開智国際大学 キャリアセンター
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大学生活の満足度

大学生活を振り返って、満足していますか？

満足度 97.4％
※「満足」「どちらかいえば満足」と回答した割合

学部 満足 どちらかといえば満足

教育学部 62.3％ 34.4％

国際教養学部 71.7％ 26.7％
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大学生活でやり残したこと・後悔

5.0%

3.3%

33.3%

21.7%

1.7%

13.3%

10.0%

13.3%

8.3%

10.0%

21.7%

21.7%

10.0%

8.3%

3.3%

5.0%

1.7%

8.3%

35.0%

10.0%

6.7%

3.3%

6.7%

11.7%

11.7%

6.7%

18.3%

5.0%

8.3%

20.0%

18.3%

10.0%

3.3%

13.3%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0% 35.0% 40.0%

回答なし

アルバイトをあまり行わなかった

やり残したこと、後悔することはない

学部を超えた友人をあまり作らなかった

教育実習に参加しなかった

教員との関わりが不十分であった

教員採用試験の勉強をあまり行わなかった

教養科目の勉強が不十分であった

語学の勉強や、資格取得のための勉強をあまり行わなかった

国際交流活動をあまり行わなかった（留学含む）

授業前後の自主学習が不十分であった

就職活動や進学など、キャリアを考える活動をあまり行わなかった

先輩、同級生、後輩との関わりが不十分であった

専門科目の勉強が不十分であった

部活動・サークル活動をあまり行わなかった

勉強以外の交遊をあまりしなかった

学内活動をあまり行わなかった（学生会・柏学祭実行委員・ｵｰﾌﾟﾝｷｬﾝﾊﾟｽｽﾀｯﾌなど）

学外でのボランティア活動などをあまり行わなかった

教育学部

国際教養学部
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大学生活での経験

大学生活で経験して良かったことは何ですか？

学部 1位 2位 3位

教育学部
授業

（60.7％）
ゼミナール・教育実習

（52.5％）
教員との関わり
（47.5％）

国際教養学部
ゼミナール
（85.0％）

授業
（73.3％）

アルバイト

（43.3％）

授業 、ゼミナール・教育実習
教員との関わり、アルバイト
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卒業後の進路

卒業後の進路について、どのように思っていますか？

満足度 8６.４％
※「希望通りで満足」「希望通りではないが満足」と回答した割合

学部
希望通りで
満足

希望通りでは
ないが、満足

教育学部 65.5％ 19.0％

国際教養学部 75.0％ 13.3％
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身につけた能力・資質について＜教育学部＞

a. 基本的な学力、国際的な視野、教養、
知性を伸ばし、併せて、社会貢献する
強い意志と倫理観を身につけている。

91.7％

b. コミュニケーション力、情報収集・活用力
をのばし、自律的に学ぶ力、自己研鑽
力を身につけている。

c. 児童・生徒理解ができ、自己理解、他
者理解ができる心理学的なスキルを修
得している。

d. 専門的な教育学の知識全般を修得
し、クリティカルシンキング、創造的思考
力、問題解決力を身につけている。

e. 「アクティブ・ラーニング」「ＩＣＴの活用」「実践的道徳教育」「特別に支援の
必要な児童生徒への対応」などの指導力を身につけ、初等教育専攻のもの
にあっては「さまざまな教科の幅広い知識と指導力」、中等教育専攻のものに
あっては「専門の教科に関する高い知識と指導力」を修得している。

96.7％ 93.5％

87.1％ 91.8％
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能力・資質が身についた活動について＜教育学部＞

90.0% 86.7%

1位：ゼミナール 2位：授業

a. 基本的な学力、国際的な視野、教養、
知性を伸ばし、併せて、社会貢献する
強い意志と倫理観を身につけている。

b. コミュニケーション力、情報収集・活用力
をのばし、自律的に学ぶ力、自己研鑽
力を身につけている。

c. 児童・生徒理解ができ、自己理解、他
者理解ができる心理学的なスキルを修
得している。

d. 専門的な教育学の知識全般を修得
し、クリティカルシンキング、創造的思考
力、問題解決力を身につけている。

e. 「アクティブ・ラーニング」「ＩＣＴの活用」「実践的道徳教育」「特別に支援の必要な児童生徒
への対応」などの指導力を身につけ、初等教育専攻のものにあっては「さまざまな教科の幅広い
知識と指導力」、中等教育専攻のものにあっては「専門の教科に関する高い知識と指導力」を
修得している。

85.5% 80.6%

1位：ゼミナール 2位：授業

87.1% 82.3%

1位：ゼミナール 2位：授業

93.4% 90.2%

1位：ゼミナール 2位：授業

80.0% 71.7%

1位：ゼミナール 1位：授業
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身につけた能力・資質について＜国際教養学部＞

1. 国際人としてのアイデンティティを確立
し、異文化に柔軟に対応するグローバル
リテラシーを有する人材

87.1％

2. さまざまな専門領域を横断する知識と
多角的視点を有する教養豊かな人材

3. 高い対人関係能力・コミュニケーション能
力を有する人材

4. 常に社会に関心を持ち、高い職業意識
と自己管理能力を有する人材

5. 自由な発想で問題発見・問題解決能力
を有し、時代の変化に対応できる人材

83.9％ 87.5％

82.5％ 87.3％
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能力・資質が身についた活動について＜国際教養学部＞

75.0%

53.1%

1位：ゼミナール 2位：授業

69.8% 58.7%

1位：ゼミナール 2位：授業

84.1% 69.8%

1位：ゼミナール 2位：授業

1. 国際人としてのアイデンティティを確立
し、異文化に柔軟に対応するグローバル
リテラシーを有する人材

2. さまざまな専門領域を横断する知識と
多角的視点を有する教養豊かな人材

3. 高い対人関係能力・コミュニケーション能
力を有する人材

4. 常に社会に関心を持ち、高い職業意識
と自己管理能力を有する人材

5. 自由な発想で問題発見・問題解決能力
を有し、時代の変化に対応できる人材

77.4% 67.7%

1位：ゼミナール 2位：授業

75.8%
62.9%

1位：ゼミナール 2位：授業
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総括

1. 良い点
1. 大学生活を振り返ると、97.4％の学生が満足をしている。昨年度(95.4％から上昇)
2. 「大学で経験して良かったこと」については、教育学部は上位から、「授業（60.7％）」、 「ゼミナール（52.5％）」 、「教育実習

（52.5％）」、 「教員との関わり（47.5％）」 、国際教養学部は上位から「ゼミナール（ 85.0％ ）」、 「授業（ 73.3％ ）」、「アルバイト
（ 43.3％ ）」であり、昨年に引き続き授業とゼミナールの満足度が高いことが推測される。

3. 多くの学生が、主に「授業」および「ゼミナール」を通して「身につけるべき能力や資質」を身につけたと回答している。
4. 「大学生活でやり残したこと、後悔」の項目で、両学部とも「やり残したこと、後悔することはない」の項目が最も多い回答となった。

2. 懸念点
1. 特になし。

3. その他
1. 「大学生活でやり残したこと、後悔」については、教育学部は、「やり残したこと、後悔することはない（30.5％）」が最も多く、次いで「専門科目の

勉強が不十分であった（20.0％）」が多い。
国際教養学部では、「やり残したこと、後悔することはない（33.3％）」が最も多く、次いで「専門科目の勉強が不十分であった（21.７％）」、
「先輩、同級生、後輩との関わりが不十分であった（21.7％）」、「学部を超えた友人をあまり作らなかった（21.7％）」が多い。
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